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「KYOTO地球環境の殿堂」未来会議キックオフイベント 

「EXPO KYOTO MEETING」開催結果概要 

 

「KYOTO地球環境の殿堂」未来会議のキックオフイベントとして、「EXPO KYOTO MEETING」

（※）のプログラムの中で、「KYOTO地球環境の殿堂」未来会議のコーディネーターを務め

ていただく浅利 美鈴教授（総合地球環境学研究所）より、「KYOTO 地球環境の殿堂」未来

会議の概要説明を行っていただくとともに、実際に参加する学生から未来会議にむけた意

気込みを語っていただきました。 

なお、山極 壽一 氏（「KYOTO 地球環境の殿堂」運営協議会 会長）および中村 桂子 

氏（第 14回 KYOTO地球環境の殿堂入り者）、エゴ・レモス氏（第 10回 KYOTO地球環境の殿

堂入り者/10 周年記念特別賞）もご登壇され、山極 氏と中村 氏より、未来会議の参加

者に向けたエールをいただきました。 

 

※EXPO KYOTO MEETINGは、大阪・夢洲の万博会場にて京都の豊かな魅力やこれからの世 

界、人類、地球の在り方について、京都から世界へ「問い」を発信する 5つのトークセ 

ッションと、伝統芸能から今を生きるユース世代まで、1000年の時間軸でのパフォー 

マンスを披露するイベント。 

１ 日時  

2025年４月 23日（水）午前 10時～午後６時 45分 

※EXPO KYOTO MEETING の第２部第１セッション（午前 11時～12時 45分）で実施 

 

【プログラム（第２部第１セッション）】 

・京都学生祭典 京炎 そでふれ！ 京都学生祭典大学生 約 70名によるパフォーマンス  

・京テキ・スタイル ショー 京都議定書誕生の地から、ふろしきを使ったパフォーマン 

スで持続可能な世界と未来 を提案  

・トークセッション  

山極 壽一 氏 （総合地球環境学研究所 所長） 

中村 桂子 氏（第 14 回 KYOTO 地球環境の殿堂 殿堂入り者）  

寺田 宜弘 氏（ウクライナ国立バレエ芸術監督）  

エゴ・レモス 氏（第 10 回 KYOTO 地球環境の殿堂 殿堂入り者/10 周年記念特別賞）  

・「KYOTO 地球環境の殿堂」未来会議の概要説明  

浅利 美鈴 氏（総合地球環境学研究所教授、「KYOTO 地球環境の殿堂」未来会議 コ 

ーディネーター）  

・参加学生による未来会議への意気込みの発表  

・山極 壽一 氏、中村 桂子 氏、寺田 宜弘 氏、エゴ・レモス氏より、世界の若 

者に向けたメッセージ 

２ 場所  

万博会場 EXPO ホール「シャインハット」（大阪市此花区夢洲内） 
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３ 開催内容（詳細） 

(１) 「KYOTO 地球環境の殿堂」未来会議の概要説明 

「KYOTO地球環境の殿堂」未来会議で森里海探究プロ

ジェクトのコーディネーターを務めていただく浅利 

美鈴教授（総合地球環境学研究所 副所長）より、

「KYOTO地球環境の殿堂」未来会議の概要説明を行い

ました。 

 

 

 （参考）概要説明スライド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 参加学生による未来会議への意気込みの発表 

未来会議「伝統産業」探究プロジェクトと、「森里海」探究プロジェクトに参加する 

大学生が登壇の上、意気込みを語りました。 

  

                    【太田 氏（「伝統産業」探究プロジェクト参加者（写真 

左））】  

 

人の生活はすべて自然からいただいたものによって成

り立っており、様々な環境問題はすべて人の生活によっ

て引き起こされているため、人と自然はとても密接であ

り、切っても切り離せない関係にあると考えています。 

私は、KYOTO地球環境の殿堂未来会議の伝統産業探求プロジェクトで京都 1200年というと

ても長い歴史の中で食器や工芸品、建築に使用されてきた天然塗料「漆」の原材料産出地見

学やふき漆体験などを通して漆の現状や魅力、そして人と自然の関係や生態系について学び

たいと考えています。 

KYOTO 地球環境の殿堂未来会議で学んだことを活かし、人と地球の関係や漆の現状につい

て、そして環境保全の大切さについて探求プロジェクトや未来会議に参加して初めて学んだ
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ことや感じたことをたくさんの人に発信していきたいと考えています。 

 

 

【鹿山 氏（「森里海」探究プロジェクト参加者（写真左））】 

 

私は学生のまち京都でどれほどの学生が環境問題対策

を意識しているのかという疑問から、専門は全く違います

が、京都府が主導している We Do Kyoto ユースサポーター

など環境に関する活動を行っています。また、大学のゼミ

では「万博プロジェクト」のプロジェクトリーダーも行っており、様々な地域の万博を契機

とした場に参加しています。 

そして、私はこの未来会議の森里海探究プロジェクトにも参加します。そこでは学生間で

コミュニケーションをとりながら、自分自身が育ってきた京都の自然豊かな環境について、

「自分事化」しながら探究していきたいと思います。 

そして、「自分事化」した結果を周りの学生にも伝えていき、自分自身から少しずつでも環

境問題対策の「輪」を広げていきたいと思います。 

 

 

（３） 山極 壽一 氏（「KYOTO地球環境の殿堂」運営協議会 会長）と中村 桂子 氏（第  

14 回 KYOTO地球環境の殿堂 殿堂入り者）からの未来会議参加者へのエール 

 

【山極 氏（「KYOTO地球環境の殿堂」運営協議会 会長）】 

 

 外国人より、京都は過去を捨てていない場所だとよく言

われるように、様々な時代の文化の名残が残っている。現

代の人が節々に残された文化の薫りを感じることができ

る。未来会議に参加する学生にも、フィールドワークの中

で確かめてもらい、未来に向けた提言につなげてほしい。 

 

【中村 氏（第 14 回 KYOTO 地球環境の殿堂 殿堂入り

者）】 

 

20 世紀は人間が制覇している時代。日本人の暮らし方

は、世界に向けての発信のベースとなる。昔からの文化や

手に入れた様々な知識をここ京都から世界に向けて発信 

していただきたい。 
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４ 主催・構成団体 

(１) 「KYOTO地球環境の殿堂」運営協議会 

京都府、京都市、京都商工会議所、環境省、人間文化研究機構総合地球環境学研究所、

公益財団法人国際高等研究所、公益財団法人国立京都国際会館 

(２) 京都環境文化学術フォーラム 

京都府、京都市、京都大学、京都府立大学、人間文化研究機構総合地球環境学研究所、

人間文化研究機構国際日本文化研究センター 


